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⃝定例会の主な動き

本会議（９/５～11）…………………… 一般質問、議案上程、採決…（２・４面）

各常任委員会（９/11～18、28）…… 議案・陳情審査等… （３面）

決算特別委員会（９/19～26）……… 決算認定議案審査… （３面）

本会議（９/28）……………………… 委員長報告、議案上程、採決…（４面）

⃝定例会の概要
・ ９月定例会では19名の議員が一般質問を行いました。
・ 市長提出議案として、条例関係議案７件、補正予算議案2件、その他

議案8件を可決、平成29年度一般会計ほか６特別会計決算を認定した
ほか、議案第42号「つながる鎌倉条例の制定について」を閉会中継続
審査としました。

・ 議員提出議案として、「鎌倉市『平和都市宣言』60周年を迎えての決議」
および「クジラの赤ちゃんからのメッセージを受けとめSDGsの目
標を反映させる取り組みを求める決議」を可決しました。

・ 陳情１件を採択、１件を不採択としました。

平成30年９月定例会（９月5日～９月28日）

平成29年度一般会計および６特別会計決算を認定

【今後の定例会開会予定日】12月定例会：12月５日（水）　２月定例会：平成31（2019）年２月13日（水）

　議会の活動は、原則として、２月、６月、９月、12月の年４回開催される「定例会」の期間に行われます。それ以外の期間（閉会中）に

も、議会・委員会として、市の課題等への理解や議案等を審査するために必要な調査研究活動、情報収集活動、市民の皆さまのご意見をお

聴きし、市政に反映させる政策立案活動などを行っています。

　今回はその中から、主な取り組みをご紹介します。

　定例会の期間以外にも、各常任委員会において継続し

て審査を行うべき案件については、必要に応じて委員会

を開催し調査や協議を行っています。（閉会中継続審査）

　一例として、総務常任委員会では、「市民にとっての

市役所機能のあり方について及び移転先の整備、現在地

の跡地利用について」を、閉会中継続審査として、所管

事務調査（※）を行っています。

閉会中
継続審査

　上記の他、議員個人または会派ごとに、政務活動費制度等を活用した調査研究・研修・広聴・広報・地域活動など、

市民全体の福祉の向上を目指し、さまざまな活動を行っています。政務活動

　定例会での審査内容について…

市民の皆さまに報告し、また市民

の皆さまのご意見を伺うため、「議会

報告会・意見聴取会」を定期的に

開催しています。今年度は5月12日、

13日に「市役所のあり方について」

をテーマに実施しました。

議会
報告会

行政 
視察

　各常任委員会において、先進地の視察を行うことで、委員会としての政策提

案や議論を深めていくことを目的に、「委員派遣」として行政視察を実施してい

ます。

　今後、平成30（2018）年10月以降に実施する各常任委員会の行政視察につい

ては、各委員が作成する視察報告書を、鎌倉市議会ホームページにて公開します。

　また必要に応じて、全議員が対象の研修や視察を「議員派遣」として実施…

しています。今年度は８月８日に、埼玉県にある生ごみ減容化施設の見学等、

廃棄物処理に係る視察を実施しました。

　一方で、他の市町村議会等が鎌倉市議会に行政視察に来ることがあります。

議会基本条例などの政策法務や開かれた議会に関する取り組みについて説明す

るほか、活発な意見交換を行っています。
〈廃棄物処理に係る視察の様子〉

　市政の課題に関する専門的知識の習得等を目的に、「議員研修会」を、年に３回、実施

しています。直近の研修会は、今年度８月22日に次のとおり実施しました。

テーマ　「議員のコンプライアンスについて」

講　師　元全国都道府県議会議長会議事調査部長　内田　一夫 氏

• …議会は市長の事務執行に許可を与える最終意思決定機関である。住民に対し、決定過
程・結果・事後経過を説明する責任がある。

• …議員の発言は住民の意見を代弁するものである。住民の負託を受けて活動しているこ
とを念頭に活動する必要がある。

• …政務活動費は、住民福祉の増進を図るために必要な経費であり、その観点から有用性
が判断されるべきである。使途が適正であることを、議員自らが説明する責任がある。

「地方議会・議員の役割をめぐる現状と課題－期待される機能発揮を目指して－」
「地域で子どもを育てる－公の支援・コミュニティの役割は－」
「多様性のある社会づくりに向けて」
「都市自治体の文化芸術ガバナンス－官民協働の文化政策から少子高齢化の日本を考える－」他

研修の
概要

過去の
テーマ

議員研修会
テーマ

「 二元代表制を災害から守る
ために －議会の防災対応－」

日時　平成30（2018）年
　　　11月21日（水）14時～16時
場所　市役所本庁舎２階　議会全員協議会室
講師　滋賀県大津市議会局次長
　　　清水　克士 氏

　市民の皆さまも聴講可能です。議会事務局（上
記電話番号）へお申し込みください。（先着順）

次回の
予定

「定例会」以外の議会の活動をご紹介します

※所管事務調査とは……常任委員会は、その部門に属する事務に関して調査を行う権限を持っています。所管事務調査は市から提案された予算案や条例案などの議案を審査するの
とは違い、常任委員会が自主的にテーマを設定し、調査を行うものです。
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一

般

質

問

　

市
の
防
災
対
応
に
つ
い
て
、
次

の
視
点
で
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
災
害
へ
の
備
え
は
】

質
問
…
防
災
対
策
に
つ
い
て
市
の

取
り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
平
成
29

年
度
は

防
災
行
政
用
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
に
着
手
し
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
引
き
続
き
実

施
し
た
。
平
成
30

年
度
は
気
象

情
報
サ
イ
ト
の
構
築
、
貯
留
式

ト
イ
レ
の
整
備
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
防
災
講
座
な
ど
を
実

施
し
た
。
昨
今
の
自
然
災
害
の

多
発
を
受
け
、
平
成
31

年
度
は

災
害
情
報
提
供
の
在
り
方
、
避

難
所
の
環
境
改
善
等
、
新
た
な

課
題
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
水
害
予
防
を
考
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

市
長
…
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は

水
害
予
防
で「
河
川
の
改
修
」「
公

共
下
水
道
（
雨
水
）
の
改
修
」

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
大
塚

川
か
ら
新
川
へ
の
分
水
計
画
を

重
点
事
業
に
位
置
づ
け
て
お
り
、

公
共
下
水
道
（
雨
水
）
の
改
修
、

維
持
補
修
工
事
に
つ
い
て
も
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
浸
水
対

が
、
被
害
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
減
災
は
可
能
で
あ
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
危
機
意
識
を
持

ち
、市
民
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

緊
張
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
民
の
生
命
、
身
体
を
守

る
と
い
う
こ
と
を
最
優
先
と
し

て
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

策
と
し
て
雨
水
貯
留
施
設
や
雨

水
浸
透
施
設
の
整
備
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
施
設
整
備
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
と
高
台
避
難
や

防
災
教
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策

を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
多
重

防
御
に
よ
る
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
…
道
路
が
冠
水
し
た
場
合
、

災
害
救
助
活
動
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
は
な
い
か
。

消
防
長
…
道
路
が
冠
水
し
た
場
合

は
、
直
ち
に
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
へ
状
況
を
連
絡
し
、
全
部

隊
で
情
報
を
共
有
し
、
冠
水
箇

所
を
迂
回
し
、
対
応
を
図
る
。

広
範
囲
に
冠
水
し
た
場
合
に
は

職
員
を
増
強
し
、
各
署
に
配
置

し
て
い
る
折
り
畳
み
ボ
ー
ト
、

救
命
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
水
難
救
助

用
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
運

用
し
警
備
強
化
を
図
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
被
害
が
拡
大
す
る

状
況
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
緊
急

消
防
援
助
隊
、
自
衛
隊
の
応
援

要
請
を
考
慮
し
活
動
し
て
い
く
。

質
問
…
県
が
平
成
30
年
１
月
に
告

示
し
た
柏
尾
川
周
辺
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
を
受
け
て
柏
尾
川

周
辺
単
独
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
改
定
す
る
予
定
は
な
い
か
。

防
災
安
全
部
長
…
県
が
作
成
し
た

災
害
に
備
え
る
―
市
の
対
応
は

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
９
月
定
例
会
で
は
19
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
全
文
は
、
11
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
を

図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

柏
尾
川
の
浸
水
想
定
区
域
図
は

従
来
と
は
別
に
、
前
提
条
件
を

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨

と
し
て
公
表
し
た
も
の
で
あ

り
、
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
県
の
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク

し
、
最
新
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
対
応
を
図
っ
て
い
る
が
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

を
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
通
じ
て
、
周
知
を
し

て
い
き
た
い
。
全
市
的
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
は
県
が

滑
川
、
神
戸
川
の
新
し
い
浸
水

想
定
区
域
図
を
公
表
し
た
段
階

（
平
成
31

年
を
予
定
）
で
速
や

か
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
消
防
で
は
豪
雨
時
崖
崩
れ

等
注
意
喚
起
対
象
箇
所
を
定
め

て
、
電
話
連
絡
体
制
を
整
備
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
連
絡

は
ど
の
時
点
で
行
う
の
か
。

消
防
長
…
現
在
88

カ
所
、
１
５
８

世
帯
を
指
定
し
て
お
り
、台
風
、

大
雨
の
影
響
に
よ
り
土
砂
崩
落

が
予
想
さ
れ
、
避
難
所
の
開
設

が
決
定
し
た
時
点
で
、
直
ち
に

今
後
の
気
象
情
報
、
避
難
所
開

設
時
間
、
崖
崩
れ
に
対
す
る
注

意
喚
起
な
ど
の
情
報
を
電
話
に

よ
り
周
知
し
て
い
る
。

質
問
…
鎌
倉
市
で
土
砂
災
害
被
害

の
可
能
性
は
あ
る
か
。

防
災
安
全
部
長
…
鎌
倉
市
で
は
土

石
流
に
関
す
る
土
砂
災
害
警
戒

区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
が

65

地
区
、
そ
の
う
ち
30

・
8
％

に
当
た
る
20

地
区
が
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
土

石
流
に
関
す
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

が
あ
る
た
め
、
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
は
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
本
市
の
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
指
定
箇
所
付
近
に
は
対

象
家
屋
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問
…
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

現
状
の
調
査
は
進
ん
で
い
る
か
。

都
市
景
観
部
長
…
６
月
26

日
か
ら

通
学
路
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
一
斉
調
査
を
行
い
、
危
険
な

塀
の
所
有
者
に
通
知
文
等
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

【
避
難
対
策
、
避
難
所
は
】

質
問
…
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
が

重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
対
策

を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長
…
個
人
が
適
時
適

切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
居

住
地
や
行
動
エ
リ
ア
の
災
害
リ

ス
ク
や
避
難
所
の
位
置
、
避
難

ル
ー
ト
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、風
水
害
、

土
砂
災
害
、
津
波
と
い
っ
た
自

然
災
害
リ
ス
ク
を
ま
と
め
て
掲

載
し
た
「
地
区
別
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
」
を
作
成
配
布
し
た
。

風
水
害
発
生
時
に
市
内
小
学
校

に
開
設
す
る
避
難
所
は
避
難
行

動
に
時
間
的
余
裕
を
持
て
る
よ

う
雨
が
強
く
な
る
前
か
つ
明
る

い
う
ち
に
開
設
で
き
る
よ
う
早

め
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
…
市
で
は
避
難
行
動
要
支
援

者
の
名
簿
を
自
治
・
町
内
会
に

提
供
し
て
い
る
が
現
状
の
課
題

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
平
成
28

年
度
か
ら
自

治
・
町
内
会
に
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
提
供
し
、
共
助
に

よ
る
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。
９
月
１
日
現
在
、
１

８
４
組
織
の
う
ち
１
２
６
組
織

に
名
簿
を
提
供
し
て
い
る
が
、

未
提
供
の
組
織
へ
の
普
及
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
機

会
を
捉
え
て
普
及
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問
…
大
船
ま
ち
づ
く
り
会
議
で

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
自
治
・
町
内
会
の
枠
を

超
え
た
連
携
を
構
築
し
て
い
る

と
聞
く
が
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

同
部
長
…
平
成
30

年
６
月
ま
で
に

避
難
所
と
な
る
４
小
学
校
の
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
。

市
と
し
て
も
今
後
積
極
的
に
情

報
提
供
を
行
い
、
全
市
的
な
取

り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問
…
高
齢
者
・
障
害
者
・
乳
幼

児
な
ど
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
配
慮
を
要
す
る
方
の
避

難
先
と
し
て
、
市
内
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
５
カ
所
を
福
祉
避

難
所
と
し
て
い
る
が
、
一
般
の
避

難
所
に
も
要
配
慮
者
が
避
難
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
確
保
な
ど
設
備
面

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
高
齢
者
や
障
害
者
の
緊
急

受
け
入
れ
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
市
内
の
高
齢
者
、
障
害
者

施
設
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

質
問
…
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
（
※
）
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
国
が
平
成
30

年

５
月
に
作
成
し
た
災
害
時
の
要

配
慮
者
に
対
す
る
福
祉
支
援
体

制
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
県
レ

ベ
ル
で
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
組
織
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
市
レ
ベ
ル
で
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

設
置
の
必
要
性
を
感
じ
る
。
市

独
自
の
支
援
体
制
を
形
成
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長
…
避
難
生
活
中
の
要
配
慮
者

の
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
の
よ
う
な
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
体
制
づ
く
り
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と

も
相
談
し
な
が
ら
体
制
の
構
築

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
…
防
災
の
最
高
責
任
者
と
し

て
市
長
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
自
然
災
害
そ
の
も
の
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

一般質問項目一覧

①　竹田　ゆかり（無所属）
　１ 　 当事者によりそった「障がい者福

祉のあり方」について
　２　教育環境条件整備について
　３　学校の働き方改革について
　４　行政の政治的中立性について
②　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　自治体防災について
　２　オープンデータの活用について
③　保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　子ども総合支援条例について
　２　 水害対策などの防災の取組みについて
　３　本庁舎整備について
④　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　鎌倉市役所の障害者雇用について
　２　終活への支援について
⑤　河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　 災害派遣福祉チーム「DWAT」

編制に向けた鎌倉市の考え方について
　２　 鎌倉ブランドと新たな財源確保の

取り組みについて
⑥　髙橋　浩司（鎌夢会）
　１　文献の保存・活用について
⑦　大石　和久（公明党）
　１　市長の政治姿勢について
⑧　久坂　くにえ（ヴィジョン）
　１　自転車の安全利用促進について
　２　熱中症対策について
　３　 福祉政策マニフェストの現状と今

後について

⑨　松中　健治（無所属）
　１　 災害（地震、津波、水害、崖崩

れ、天候異変・猛暑）対策。
　２　市役所移転問題。
　３　 文化財行政（監査請求報告結果に

関連し）。やぐらの保存。
　４ 　 明治150年（記憶と記録）。明治

維新と武家政権。宗教的変化。明
治、大正、昭和、平成と戦前、戦
後。近代、現代。和風と西洋化。
観光客の変化。

⑩　武野　裕子（日本共産党）
　１　避難所のあり方の検証
　２　 危険ブロックの除去は“命を守る”

の立場をつらぬいてこそ
　３　 緊急輸送道路沿いの家屋の耐震補

強支援
　４　 “避難する”という認識を育てるた

めに
⑪　西岡　幸子（公明党）
　１ 　 第３期鎌倉市障害者基本計画につ

いて
　２ 　 プラごみへの取り組みから見るＳ

ＤＧｓの実現について
⑫　くりはら　えりこ（無所属）
　１　 平成30年７月豪雨（西日本豪

雨）の被災状況から考察する、災
害に強いまちづくりについて

　２　 おなり子どもの家（旧図書館）
を例にした、公的不動産の耐震診
断・耐震補強設計・公共事業の発
注について

⑬　吉岡　和江（日本共産党）
　１ 　 公共施設再編計画と市役所移転問

題について
　２　公立保育園の民営化について
⑭　千　一（無所属）
　１　重度訪問介護について
　２　 身体障がい者中心のグループホー

ムの設置について
　３　 2000人雇用構想とＡ型作業所と

の整合性について
　４　 障がい者雇用の水増しの問題につ

いて
　５　選挙制度について
⑮　永田　磨梨奈（鎌夢会）
　１　 働くまち鎌倉に向けての取組みに

ついて
　２　これからの行政運営について
⑯　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　 岩瀬隧道工事の進捗状況及び臨時

通学路について
　２　 天ヶ谷戸貯水池横、素掘りトンネ

ルの改修工事について
　３　 坂ノ下漁港計画の進捗状況につ

いて
　４　 市民プール周辺の道の駅構想につ

いて
　５　 鎌倉湖及びため池の決壊予測につ

いて
　６　 今泉白山神社信号から大船方面バ

ス道路舗装工事の開始時期及び歩
道工事の完成時期について

　７　 緑地保存環境税の大幅な補助金が
下りる事になり使い道の計画書提
出について

⑰　納所　輝次（公明党）
　１　鎌倉市の財務情報について
　２　鎌倉市公共下水道事業について
⑱　長嶋　竜弘（無所属）
　１　 鎌倉市政に異論反論オブジェクシ

ョンVOL.４　
⑲　飯野　眞毅（無所属）
　１　小中学校の教育環境について
　２　貧困対策と居場所づくりについて
　３　まちづくりと交通政策について
　４　北鎌倉隧道について
　５　防災対策について
　６　コンプライアンスについて

【用語の解説】※DWATについて

「Disaster Welfare Assistance 

Team」の略。災害派遣福祉チームのこ

とで社会福祉士、介護福祉士、ケアマネ

ジャーなどから構成。災害時の避難所等

で高齢者、障害者、乳幼児などの要配慮

者への対応を実施する。



（３）　　第２４３号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成30年11月１日

　

９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び

６
特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置　

　

議
会
は
、
９
月
11

日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10

名（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
平
成
29

年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

19

日
、
20

日
、
21

日
、
25

日
、
26

日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
審

査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘
事
項
の

反
映
状
況
や
、
後
期
実
施
計
画
の

諸
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
中
心

に
、
予
算
の
適
正
な
執
行
と
、
そ

の
行
政
効
果
に
つ
い
て
、
担
当
部

課
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
処
理
施
策
、
緑

地
の
保
全
、
近
代
史
資
料
の
調
査

等
の
環
境
改
善
、
土
地
開
発
公
社

の
健
全
化
に
つ
い
て
は
重
要
課
題

と
し
て
市
長
に
出
席
を
求
め
、
そ

の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
決
算
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り

認
定
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
決
算
は
総
員
の

賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　

９
月
28

日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計

決
算
議
案
に
対
し
て
は
、
次
の
４

つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

〇
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

昨
今
の
激
甚
化
し
た
災
害
等
の

状
況
に
鑑
み
る
と
、
地
域
に
お
け

る
防
災
対
策
の
強
化
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
防
災
力
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
は
積
極
的
な
支
援
を
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
で
、
ま
た
、
災
害
時

の
避
難
に
お
い
て
、
避
難
行
動
要

支
援
者
に
対
す
る
対
応
は
も
と
よ

り
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
含
め
災
害
弱
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

　

そ
の
他
、
津
波
等
避
難
対
策
と

し
て
通
学
路
等
に
接
す
る
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
各
学
校
に

お
い
て
も
地
域
内
の
状
況
を
把
握

し
対
応
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
洪

水
・
浸
水
被
害
対
策
と
し
て
、
市

民
の
身
近
な
地
域
で
必
要
な
土
の

う
を
早
急
に
受
け
取
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を

併
せ
て
要
望
す
る
。

〇
地
域
福
祉
に
つ
い
て

　

地
域
福
祉
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
と

支
援
の
担
い
手
と
を
引
き
合
わ
せ

る
な
ど
の
福
祉
的
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
や
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
支

援
活
動
等
を
行
う
市
民
と
の
連

携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
な
ど
、
地
域

福
祉
の
拠
点
の
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

〇
ご
み
処
理
施
策
に
つ
い
て

　

安
定
的
な
ご
み
処
理
施
策
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
市
は
明
確
な

方
向
性
を
早
期
に
打
ち
出
し
、
市

民
の
混
乱
を
招
か
ぬ
よ
う
、
住
民

お
よ
び
議
会
に
対
し
て
十
分
な
説

明
を
尽
く
し
て
臨
む
よ
う
要
望
す

る
。

〇
情
報
教
育
事
業
に
つ
い
て

　

昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
伴

い
、
扱
い
方
に
よ
っ
て
は
、
い
じ

め
の
温
床
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
有
用
性
と
危
険
性
に

つ
い
て
低
学
年
か
ら
理
解
を
促
す

よ
う
指
導
に
取
り
組
み
、
早
期
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
と
モ
ラ
ル
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情

報
教
育
の
推
進
・
充
実
を
図
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

　

そ
の
後
、
６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決

算
を
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
大
船
駅

東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特

別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛
成
に

よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
決
算
を
認
定

建 設 常 任 委 員 会

観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

９月13日開催
審査した内容（議案２件、陳情３件、報告事項６件）

９月14日開催
審査した内容（議案６件、陳情８件、報告事項８件）

９月11日、18日開催
審査した内容（議案４件、報告事項等10件）

９月12日開催　
審査した内容（議案２件、陳情２件、報告事項５件）

議案第42号　つながる鎌倉条例の制定について

　つながる鎌倉条例は、市民や鎌倉に関わる人々等と市が協力し合い、多
様化する地域の課題を解決し、魅力と活力にあふれるまちを築くために、
市民活動の推進に関する基本理念および施策の基本となる事項を定めるこ
とを目的とするものとのことです。
　市の説明によると、平成29年９月定例会に提出した条例案に対する意見
や、その後の検討会での議論等を踏まえ、条例名を「つながる鎌倉条例」
とし、また条項に定義、役割、市の施策を盛り込むなど、具体性を持たせ
た条例となるように改めたとのことです。
　委員会では、条例の実効性および施策への展開についての質疑や、市民
への周知や理解を深めるための方策についての質疑があり、条例化に向け
た改訂の趣旨は理解するものの、市民が納得できる条例とするためには、
逐条解説などにより説明することで、条例への理解を深めることが必要で
あるとの意見が出され、慎重に審査した結果、継続審査としました。

報告事項　深沢地域整備事業の現状について

　市は、平成29年度に実施した広域連携調査の結果、深沢地区の単独施行時
の市負担額は約48億円、深沢地区・村岡地区一体施行の場合は、多くの国庫
補助金を充当でき、新駅設置のための負担額を除いた市負担額は約36億円と
なる見込みで、さらに新駅が設置される場合、土地評価額の増額が見込め、
深沢地区では約37億円の開発利益を見込むことが可能と試算したとのことで
す。この結果に基づき、鎌倉市の負担額を適切に抑え、新駅を含むまちづく
りが実現できるよう、県・藤沢市・鎌倉市で協議を行っているとの報告を受
けました。また、広く市民の方々に深沢地域整備事業の取り組みを周知する
ため、「深沢まちづくりニュース」の市ホームページ公開を始めたとのことです。
　委員会では、事業地の浸水被害に対する対策の考え方や、県、藤沢市との
連携強化、新駅設置の実現性などについて質疑を行い、さらに市長に対して
も質疑を行いました。一部の委員が了承できるものではないと表明したもの
の、本報告事項は了承されました。

議案第29号　業務委託契約の締結について

　本市における学校のトイレについては、老朽化対策やバリアフリー化な

どの観点から、順次、洋式便器や多目的トイレを設置するなどの改修工事

を実施しているとのことです。学校のトイレは従前から改善要望が高いこ

とから、早期に環境改善をするため、近年、先進都市で導入されている、

工事に関する調査・積算・施工・監理等の一切の業務を一事業者に一括し

て委託する手法により、事業を実施するものです。消費税額及び地方消費

税額を含む契約金額は16億4741万400円で、契約期間は仮契約の期間を含

め、平成30（2018）年８月20日から平成33（2021）年２月26日までです。

　委員会では、総員の賛成により本議案を可決しました。

　【今回の学校トイレ改修事業の対象校】

　第二小学校、深沢小学校、富士塚小学校、今泉小学校、植木小学校

　第一中学校、御成中学校、深沢中学校、手広中学校、岩瀬中学校

報告事項　本庁舎等整備基本構想の検討状況について

　市民対話の内容および市政ｅ－モニターアンケートの回答結果等につい

て報告があった後、８月２日および９月12日に開催された鎌倉市本庁舎等

整備委員会の内容について報告があり、９月12日の第２回では、「本庁舎

の役割と導入する機能」「規模とコスト」「市庁舎のあるべき姿（基本理念）」

について議論され、災害時の庁舎に対する機能、柏尾川の氾濫時の対応、

社会的弱者への配慮および防災と医療をセットで考えるべき等の意見が出

され、本庁舎等整備委員会の委員長から、次回、防災面についてさらに議

論したい旨の意向が示されたとのことです。

　委員会では、深沢地域における河川の氾濫に伴う洪水浸水に関する質疑

等を行い、さらに市長に対しても同様の観点から質疑を行いましたが、水

害対策についてさらなる検討が必要等の理由から、多数の委員が了承でき

るものではないとして聞きおくこととしました。

決算特別委員会委員名簿（議席順）

委 員 長 吉岡　和江（日本共産党鎌倉市議会議員団）

副委員長 池田　　実（鎌倉みらい）

委 員

志田　一宏（自由民主党鎌倉市議会議員団）

武野　裕子（日本共産党鎌倉市議会議員団）

日向　慎吾（鎌倉夢プロジェクトの会）

納所　輝次（公明党鎌倉市議会議員団）

髙橋　浩司（鎌倉夢プロジェクトの会）

山田　直人（鎌倉みらい）

河村　琢磨（鎌倉のヴィジョンを考える会）

保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

決算特別委員会委員

陳
情
の
議
決
結
果

　

９
月
定
例
会
で
は
１
件
の
請

願
、
14

件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
陳
情
１
件
を

全
議
員
に
配
付
し
、
13

件
を
各
常

任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
を
行
い

ま
し
た
。（
請
願
１
件
は
取
り
下
げ
）

　

そ
の
結
果
、
陳
情
１
件
を
採
択

し
、１
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
、

10

件
を
継
続
審
査
と
し
、
１
件
を

議
決
不
要
と
し
ま
し
た
。

　

結
論
が
出
た
陳
情
の
要
旨
お
よ

び
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇ 

医
療
費
助
成
制
度
継
続
に
つ
い

て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

平
成
31

年
度
の
予
算
策
定
に
際

し
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
障
害
児
者
・
透
析

患
者
が
負
担
な
く
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
と
し
た
陳
情
】

◇ 

鎌
倉
市
沿
岸
・
津
波
浸
水
予
測
地

内
で
の
大
規
模
商
業
施
設
建
設

を
認
め
な
い
よ
う
求
め
る
陳
情

常任委員会
審査の一部を紹介します
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９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

２
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
25
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
市
長
提
出
議
案

の
う
ち
１
件
は
閉
会
中
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

《
議
員
提
出
議
案
》

鎌
倉
市
「
平
和
都
市
宣
言
」
60
周

年
を
迎
え
て
の
決
議
に
つ
い
て

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ク
ジ
ラ
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
と
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
を
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
を

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
方

針
実
現
化
検
討
委
員
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
10
月
に
策
定
し
た

「
深
沢
地
域
整
備
事
業
の
修
正
土

地
利
用
計
画
（
案
）」
に
基
づ
き
、

土
地
利
用
の
誘
導
や
機
能
導
入
の

具
体
化
な
ど
、
深
沢
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

調
査
お
よ
び
検
討
す
る
た
め
、
鎌

倉
市
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針

実
現
化
検
討
委
員
会
を
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
く
付
属
機
関
と

し
て
設
置
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

市
条
例
直
接
請
求
事
務
に
係
る

経
費
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
７
４
１
万

７
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
６
０
０
億
９
２
４
３
万
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

条
例

第44号
鎌倉市深沢地区まちづくり方針実現化検討委員会条例の制定につ
いて

可決

補
正
予
算

第50号
平成30年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）

（旧村上邸保存活用支援等SDGsモデル事業に係る経費等）
可決

第51号
平成30年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号）

（市条例直接請求事務に係る経費）
可決

決算 第35号 平成29年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

そ
の
他

第29号 業務委託契約の締結について 可決

第30号 指定管理者の指定について 可決

議
会
議
案

第２号 鎌倉市「平和都市宣言」60周年を迎えての決議について 可決

第３号
クジラの赤ちゃんからのメッセージを受けとめSDGsの目標を反
映させる取り組みを求める決議について

可決

陳
情

第13号 医療費助成制度継続についての陳情 採択

第23号
鎌倉市沿岸・津波浸水予測地内での大規模商業施設建設を認めな
いよう求める陳情

不採択

公

明

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

日

本

共

産

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

鎌

倉

み

ら

い

自

由

民

主

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

鎌

倉

の

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

を

考

え

る

会

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動

・

鎌

倉

無

所

属

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

納
所　

輝
次

西
岡　

幸
子

大
石　

和
久

吉
岡　

和
江

武
野　

裕
子

高
野　

洋
一

池
田　
　

実

山
田　

直
人

前
川　

綾
子

伊
藤　

倫
邦

志
田　

一
宏

森　
　

功
一

久
坂　

く
に
え

中
村　

聡
一
郎

河
村　

琢
磨

髙
橋　

浩
司

日
向　

慎
吾

永
田　

磨
梨
奈

保
坂　

令
子

安
立　

奈
穂

千　
　

一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　

ゆ
か
り

長
嶋　

竜
弘

飯
野　

眞
毅

松
中　

健
治

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ―

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○

○：賛成　―：反対

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等
議決

結果

※ 会派は、政策を中心とした同一の理念を共有

する２人以上の議員で構成されます。本市議

会では、会派に属する議員は代表質問を行っ

たり、議会運営委員会の委員となり、議会運

営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者

※ 中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加

していません。

※９月定例会では市長提出議案24件、議員提出議案２件、陳情２件の採決を行いました。

   下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

世
界
的
な
気
象
変
動
に
よ
り
、

大
規
模
な
自
然
災
害
が
、
い
つ
ど

こ
で
で
も
起
こ
り
得
る
状
況
で
す
。

　

７
月
に
は
西
日
本
豪
雨
、
９
月

に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

昨
日
ま
で
平
穏
で
あ
っ
た
街
が
災

害
で
一
変
し
ま
し
た
。
９
月
定
例

会
で
は
多
く
の
議
員
が
防
災
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
行
政
に

は
、
想
定
外
を
な
く
す
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

同
時
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
の

日
頃
か
ら
の
心
構
え
も
重
要
で
、

非
常
用
の
「
物
」
だ
け
で
な
く
、

「
意
識
」
や
「
知
識
」
の
備
え
も

必
要
で
す
。
災
害
発
生
時
に
、
的

確
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
今
一
度
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
安
立　

奈
穂
）

　

議
会
広
報
委
員
会

 

委

員

長　

伊
藤　

倫
邦

 

副
委
員
長　

納
所　

輝
次

 

委　
　

員　

武
野　

裕
子

 

委　
　

員　

日
向　

慎
吾

 

委　
　

員　

安
立　

奈
穂 

 

委　
　

員　

山
田　

直
人

 

委　
　

員　

河
村　

琢
磨

編
集
後
記

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
事
業
に
係

る
経
費
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヒ
ル
ズ
桜
栄
鎌
倉
の
整
備
、（
仮

称
）
き
み
の
ま
ま
保
育
園
の
整
備

に
係
る
経
費
、
鎌
倉
市
農
業
委
員

報
酬
、
鎌
倉
地
域
漁
港
整
備
に
係

る
経
費
、
源
氏
山
公
園
第
一
公
衆

ト
イ
レ
改
築
事
業
に
係
る
経
費
、

旧
村
上
邸
保
存
活
用
支
援
等
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
係
る
経
費
お

よ
び
深
沢
図
書
館
利
用
者
転
倒
事

故
賠
償
金
の
追
加
等
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に

１
億
７
５
８
６
万
８
千
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
６
０
２
億

６
８
３
０
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例
に
定

め
る
鎌
倉
市
だ
い
い
ち
子
ど
も
の

家
「
う
み
が
め
」
お
よ
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　9月定例会で、下記の決議に係る議会議案を可決しました。

可 決 し た 決 議

鎌倉市「平和都市宣言」60周年を迎えての決議

　本年は、世界人権宣言が採択されてから70周年であり、被爆地広島・長崎以外の自治体による平和都市宣言が全国

で初めて鎌倉市において行われてより60周年を迎えている。

　本市の平和都市宣言は次のとおりである。

　「われわれは、日本国憲法を貫く平和精神に基いて、核兵器の禁止と世界恒久平和の確立のために、全世界の人々

と相協力してその実現を期する。

　多くの歴史的遺跡と文化的遺産を持つ鎌倉市は、ここに永久に平和都市であることを宣言する。」

　この宣言は、市民有志の請願を市議会が全会一致で採択し、市が宣言したものである。本市においては、この「平

和都市宣言」の精神のもと、市民とともに平和推進事業はもとより、あらゆる事業を行ってきたところである。

　鎌倉市制発足80周年を明年に控え、平和都市宣言から60周年の佳節を迎えた本年、鎌倉市議会は、改めて未来を担

う子供たちを含め、世代を超えて平和を希求する鎌倉市民とともに、「平和都市宣言」の精神を永遠に継承すること

をここに誓うものである。

　以上、決議する。

　　　平成30年９月28日

 鎌　倉　市　議　会

クジラの赤ちゃんからのメッセージを受けとめSDGsの目標を反映させる取り組みを求める決議

　2018年６月、国がSDGs達成に向け優れた取り組みを行う29自治体をSDGs未来都市として選定し、鎌倉市と神奈川

県も選ばれている。また、特に先導的な取り組みを行う10自治体をSDGsモデル事業として選定し、鎌倉市は『持続

可能な都市経営「SDGs未来都市かまくら」の創造』、神奈川県は、『いのち輝く神奈川　持続可能な「スマイル100歳

社会」の実現』で選ばれている。

　鎌倉市議会においては、2017年２月議会で、請願第４号「プラスチックフリーの街鎌倉を目指して、ゼロ・ウェイ

ストかまくらの理念のもと、リデュース（発生抑制）の取り組みを市役所が率先垂範して実施する事を求める請願書」

を採択し、2017年６月議会では、議会議案第１号「SDGs目標14 “海の豊かさを守ろう” の達成のため、使い捨てプ

ラスチック製品を使わないことで、リフューズを推奨するよう国に求める意見書」を議決している。

　2018年夏、海洋汚染が世界規模で大きな社会問題として広がる中、鎌倉市由比ヶ浜にシロナガスクジラの赤ちゃん

が打ち上げられ、胃の中からプラスチックごみが発見されるという事態が起こった。国立科学博物館によると、シロ

ナガスクジラが国内の海岸に漂着した記録はなく、今回が初めてとみられるとのことである。

　神奈川県は、これを「クジラからのメッセージ」として受けとめ、持続可能な社会を目指すSDGsの具体的な取り

組みとして、深刻化する海洋汚染、特にマイクロプラスチック問題に取り組むために黒岩祐治神奈川県知事が、９月

４日「かながわプラごみゼロ宣言」を発表した。

　その中で具体的な目標として次の３点を挙げている。

　１、 コンビニエンスストア・スーパーマーケット・レストラン等と連携し、プラスチック製ストローやレジ袋の利

用廃止や回収などの取り組みを進めていきます。

　２、 県内で行われる環境イベント等においてプラスチック製ストローの利用廃止や回収などを呼びかけていきます。

　３、  海岸利用者に対して、海洋汚染の原因となるプラごみの持ち帰りを呼びかけていきます。

　これらの目標を達成させるために鎌倉市として国、県や関連諸団体と協力して取り組みを進めるとともに、鎌倉市と

して、独自にSDGsの目標を行政運営に反映させる取り組みを策定するとともに行政の体制づくり、職員教育の取り組み、

関連諸団体との協働、市民への啓発などを行い、SDGs未来都市として世界をリードしていくことを求めるものである。

　以上、決議する。

　　　平成30年９月28日

 鎌　倉　市　議　会
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